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議論を展開し，興味深い論文に仕上げている。

しかしながら，本論文には次のような弱点や限界があ

る。第１に未婚者を対象とした場合のサンプリングの難

しさに起因する弱点である。第２に横断的研究であるこ

とによる制約であり，今後，時間の流れを考慮した縦断

的研究を期待したい。

このような欠点は認められるものの，本論文はその分

析手続き，洞察などにおいて極めて優れており，著者が

研究者としての力量を十分に備えていることを示すもの

である。よって著者は本論文によって博士（社会学）の

学位を授与されるに値するものと判断する。
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内容の要旨

本論文は，電気通信技術の発達に伴いコンピュータと

通信設備の結合によって登場したパソコン通信やイン

ターネットを通して行われているコミュニケーション

を，インターパーソナル・コミュニケーション形態やマ

ス・コミュニケーション形態とは異なるComputer‐

MediatedCommunication（以下，ＣＭＣと略す）とい

う新しいコミュニケーション形態として位置づけ，

ＣＭＣにおけるインターパーソナル・コミュニケーショ

ンが現在の社会システムにおいていかなる機能を果たし

ており，人々のコミュニケーション行為にいかなる影響

を及ぼしているのかを明らかにすることを目的としてい

る。本論文ではこのような目的の下，対面的インター

パーソナル・コミュニケーションもしくは電話などのメ

ディアによって媒介されたインターパーソナル・コミュ

ニケーションと比較して，ＣＭＣにおけるインターパー

ソナル・コミュニケーションの特徴を最も顕蕃に示して

いるｌ)ＣＭＣを通して形成される人間関係，２)ＣＭＣに

おける印象形成，３)ＣＭＣの双方向的公開（interactive・

Public）コミュニケーション場における機能の充足と発

信行動，４)電子メールと対面的コミュニケーション及び

他のインターパーソナル・メディアとの関係という四つ

の側面を取り上げ，各側面を理論的考察と実証的調査を

通して分析している。

本論文は，序章，第１章新しいコミュニケーション

形態としてのＣＭＣの登場，第２章ＣＭＣを通して形

成される人間関係，第３章ＣＭＣにおける印象形成，

第４章ＣＭＣの双方向的公開コミュニケーション場に

おける機能の充足と発信行動，第５章電子メールと対

面的コミュニケーション及び他のインターパーソナル・

メディアとの関係，第６章本論文の要約及び今後の課

題から構成されている。各章の論点を要約すれば以下の

通りである。

序章では，本論文の研究目的及び研究範囲について論

じている。

まず，パソコン通信やインターネットを通して行われ

るコミュニケーションが，いかなる理由で，インター

パーソナル・コミュニケーションとマス・コミュニケー

ションという伝統的な２分法では捉えにくいＣＭＣとい

う新しいコミュニケーション形態（type）になるかにつ

いての考察を行っている。これまでのコミュニケーショ

ン研究では，マス・コミュニケーションはテレビ，新聞，

ラジオ、雑誌などのメディアによって媒介されるもので

あり，インターパーソナル・コミュニケーションはこれ

らのメディアによって媒介されないものであると一般的

に考えられており（Sullivan,Hartley,Saunders,Mont・

gomeryo＆Fiske,1994),研究者達はこのような一般的

な考えに沿った形でｌ)チャンネル・タイプ(channel

lype）２)メッセージが伝えられる潜在的な受け手の大き

さ（thenumberofpotentialrecipientsofthemessage

transmitted)３)フィードバックの可能性(thepotential

forfeedback）という三つの基準に基づいて，インター

パーソナル・コミュニケーションとマス・コミュニケー

ションを定義してきた（Reardon＆Rogers,1988)。こ

の三つの基準に基づいた定義によると，インターパーソ

ナル・コミュニケーションは，メディアが介在しない対

面的(facetoface)状況で特定の個人と個人の間力〕’も



しくは，特定の場所における特定の少数者の間で限って

双方向的に行われているコミュニケーション形態であ

り，マス・コミュニケーションは，組織である送り手に

よってメディアを通して不特定多数に一方向的にメッ

セージが伝えられるコミュニケーション形態であると捉

えられているのである。一方，電話をはじめ手紙などを

通したコミュニケーションが，メディアが介在した状態

で特定の相手と一対一の関係で双方向的に行われている

ことから，二つのコミュニケーション形態に跨っている

という指摘があるが(Schramm＆Porter,1982)，これ

らのコミュニケーションは，メディアによって媒介され

たインターパーソナル・コミュニケーション（mediated

interpersonalcommunication）というインターパーソ

ナル・コミュニケーション形態の一つとして扱うことが

できる。それは，これらのメディアによるコミュニケー

ションは，基本的に特定の個人と個人の間に双方向的に

行われていることが普通であるので，一対一かもしくは

少数の人々の間にかつ双方向的に行われるというイン

ターパーソナル・コミュニケーションの要件自体を崩す

わけではないからである。このような考察を通してパソ

コン通信やインターネットの登場以前には，既知の一対

一もしくは特定の少数者間のインターパーソナル・コ

ミュニケーションと未知の不特定多数に対するマス・コ

ミュニケーション，双方向のインターパーソナル・コ

ミュニケーションと一方向のマス・コミュニケーション

という基準まで暖昧にしてしまう程のメディアは存在し

なかったことが論じられている。

そして，パソコン通信とインターネットを通して，電

子メールのように一対一関係でも，また晒子会識のよう

に一対多，多対多の関係でも，コミュニケーションが行

われていると共に，送り手と受け手の間に双方向的コ

ミュニケーションが行われていることを取り上げ，この

ようなコミュニケーションには，インターパーソナル・

コミュニケーション形態を成り立たせる双方向性とマ

ス・コミュニケーションを成り立たせる不特定多数への

メッセージの伝達という性質が融合されていることを示

している。すなわち，パソコン通信とインターネットを

通して行われているコミュニケーションは，インター

パーソナル・コミュニケーション形態とマス・コミュニ

ケーション形態の枠組みに当てはまらないコミュニケー

ション形態であることを論じ，そのようなコミュニケー

ションをＣＭＣという新しいコミュニケーション形態に

位置づけているのである。さらに，双方向性と公開性と

いう性質の融合によってインターパーソナル・コミュニ
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ケーションとマス・コミュニケーションでは見られない

ＣＭＣの特徴として，空間的制約を越え遠く離れている

未知の人々の間でも一対一から多対多までの関係で双方

向的なコミュニケーションが行われていることによっ

て，実生活における社会的背景を越えて電子空間で存在

するもう一つの社会的結びつきを産み出していることに

ついて論じている。

このような議論を通して，パソコン通信やインター

ネットによって行われるコミュニケーションをＣＭＣと

いう新しいコミュニケーション形態として位個づけてか

ら，「空間的制約」を受けず，「未知の人々との間でも」

｢双方向的」コミュニケーションが行われているという

ＣＭＣの特徴を最も顕著に示しているｌ)ＣＭＣを通して

形成される人間関係，２)ＣＭＣにおける印象形成，３）

ＣＭＣの双方向的公開コミュニケーション場における機

能の充足と発信行動，４)電子メールと対面的コミュニ

ケーション及び他のインターパーソナル・メディアとの

関係という四つの側而を研究対象としていることを序章

では示している。

第１章では，ＣＭＣがいかなる技術的システムによっ

て登場し，現在のインターネットやパソコン通信に至っ

ているのかというＣＭＣの歩み，ＣＭＣにおける主なコ

ミュニケーション・チャンネルの特徴，日本における

ＣＭＣの普及の現状について諸研究・文献を参考にして

概略した後，ＣＭＣではｌ)双方向的な情報の流れと，２）

一対一から一対多，多対多までの公開的なコミュニケー

ションを成立させる技術的能力の融合がメディアを通し

て実現されていることが，ＣＭＣを新しいコミュニケー

ション形態として成立させていることをより詳しく論じ

ている。ＣＭＣの双方向性と公開性を個別的に評価する

と，他のコミュニケーション形態によりその能力が落ち

ることを指摘している。すなわち，あるコミュニケー

ション過程の参加者達（participants）が，梱互的言説

(mutualdiscourse）を統制（control）し，役割を交換

(exchangeofroles）できる程度という最も厳密な意味

をもつ対面的相互作用における双方向性の定義(Wil，

liams,Rice,＆Rogers,1988)に基づいて，ＣＭＣにおけ

る双方向性の程度を判断すると，参加者達，役割の交換，

相互的言説においては，対面的インターパーソナル・コ

ミュニケーションとほぼ同じ稗度のコミュニケーション

の成立が可能であるが，非言語的手がかりの伝達が制限

されることによってコミュニケーション過稗を統制する

能力が低くなることや非同時性によってメッセージを

送ってもコミュニケーション自体が成立しない場合な
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ど，双方向性の程度が非常に低い側面があることを示し

ている。また，ＣＭＣの公開性はマス・メディアより低

いことを示している。電子会議やニュースグループで

は，特定のテーマに共通の関心を持ち積極的にアクセス

する人々の間にコミュニケーションが行われているの

で，基本的には細分化（segmentation）された利用者に

よって成り立つチャンネルであり，ホームページも電子

新聞と電子放送以外にはその情報の性格上マス・メディ

アが伝える情報のように非常に大勢の人を対象にするわ

けではないので，公開性がマス・メディアより高いとは

言えないのである。このような考察を通して，ＣＭＣの

個別的能力を評価すると，他のコミュニケーション形態

の延長線上にあるか，もしくは他のコミュニケーション

形態よりその能力が低いが，インターパーソナル・コ

ミュニケーションとマス・コミュニケーション両方の性

質が分離されず一つに融合することによってインター

パーソナル・コミュニケーションとも違い，またマス・

コミュニケーションとも違うＣＭＣの独自的なコミュニ

ケーション側面が作り上げられていることを詳細に論じ

ている。

第２章では，ＣＭＣを通して形成される人間関係につ

いての理論的考察及び調査結果について論じている。現

実空間での人間関係は基本的に血縁意識や同じ地域，同

じ学校，同じ職場などに属しているという意識を土台に

し，物理的空間を共にした対面的相互作用によって形成

されるものであり，対面的相互作用を通した人間関係の

成立においては，空間的近さ，身体的魅力，社会的属性

などが重要な影響要因であると言われている（Walster，

Aronson，Ａｂｒａｈａｍｓ，＆Rottman，１９６６；Clifford＆

Walster,1973;Cash,Gillen,＆Ｂｕｍｓ,1977;青池慣一，

1993;Clark＆Pataki,1995)。これに対して，ＣＭＣでは

空間を共にせず，また，相手の顔や名前，社会的特性と

いったものを知らない状態でもコミュニケーションが行

われているので，ＣＭＣによって形成されている人間関

係はこれらの諸要因の影響を受けない可能性が高くなっ

ていることを論じている。続いて，ＣＭＣを通して形成

される人間関係をコンピュータ文明論的観点から論議し

た研究や実証的に分析した研究を，親密な個人的関係の

形成が可能であるとする肯定論と悲観的な立場を示す否

定論に分けてそれぞれの見解を検討している。文明論的

論議としてはＣＭＣによる人間関係は非個人的な関係

(impersonal）で，頻繁に嫌悪感を感じる関係になりや

すいと否定的側面を強調する立場(Ｈｅｉｍ,1994）と，対

向的関係の空間的制約を取り除き，新たな真の関係を形

成する機会を提供したという肯定的側面を強調する立場

(Lea＆Spears,1995)を取り上げている。実証研究にお

いては，否定的立場の研究であるHiltz，Johnson，＆

Turoff(1986),Siegel,Dubrovsky,Kiesler,＆McGuire

(1986),Sproull＆Kiesler(1986)の研究について検討を

行い，これらの研究の特徴として次の２点を取り上げて

いる。第１は，これらの研究が，対面的コミュニケー

ションと比べて個人的・情緒的情報を伝えることにおい

てＣＭＣに内在しているチャンネルとしての限界，すな

わち，コミュニケーションにおいて重要な非言語的手が

かりの伝達が制約される点に注目していることである。

第２は，否定的立場の研究は主に，電子メールやコン

ピュータ会議などのＣＭＣメディアによる影響を研究室

内における一時点（one-shot）の方法で測定しており，

対面的関係より課題指向性(taskorientation)が高く，

社会的関係の会話（socialconversation）が少ないこと

や対面的関係より侮辱や敵対的・低俗な表現の多いこと

などによって，親密な佃人間関係が成立しにくいという

否定的な見解を提示していることである。次に肯定的立

場を取る研究（Walther＆Burgoon，1992；Walther，

Anderson,＆Park,1994;Wallher,1994)について検討

を行い，肯定的立場の研究者は，否定的立場の研究が主

に実験方法を用いて短時間に見られる人間関係のみに注

目していることについて，人間関係の発展における最も

重要な要因である時間的側面を考慮していないと批判し

ていることを示している。そして，肯定的立場の研究者

が，非言語的手がかりが制約されるＣＭＣを通しても身

近な人間関係への発展が十分可能であるという立場を示

している「社会的情報処理（Socialinformationproc‐

essing)」理論について論じている。さらに，こうした親

密な人間関係の形成をめぐる議論は，それが人間関係の

形成に対して肯定論であろうと否定論であろうと，

ＣＭＣの技術的特性が人間関係の形成に影響する側面の

みを中心的に考慮し，関係形成における人間側の要因を

見逃していることについて考察を行っている。その考察

に基づいて，１）ＣＭＣが新しい人間関係を形成させる

チャンネルとして働いているのだろうか，２）もしそうで

あれば，いかなる利川衿がＣＭＣを通して人間関係を形

成しているのだろうか，そして，３)ＣＭＣを通して形成

されている人間関係が対面的人間関係に比べていかなる

特徴を持つのだろうか，また，４)対面的相互作用と比べ

てＣＭＣの顕著な特徴であると言われる匿名性がＣＭＣ

における人間関係といかなる関連性を持つかという問題

についての分析を本章の研究課題として設定している。



調査においては，ニフティサーブのフォーラムの利用

荷に電子メールを用いて質問票を送り，１３８人からの回

答が得られた。分析結果からは次のようなことが示され

た｡

回答者１３８人のうち，４３人がＣＭＣを通して特定の

人と安定したコミュニケーションを行っており，５８人

がＣＭＣ空間に留まらず直接会う対面的コミュニケー

ション関係にまで発展したと答え，ＣＭＣを通した個人

的関係が形成されるのはもはや珍しいことではないこと

を示すと共に，ＣＭＣを通して親密な個人的関係が発展

することが利用者の問ではすでに稀ではない現象になっ

ていることを明らかにしている。また，回答者を，特定

の相手と人間関係を形成していない「関係なし｣，ＣＭＣ

に留まっている「非対面的コミュニケーション関係｣,現

実空間で直接会うまで発展した「対面的コミュニケー

ション関係」という三つのグループに分けて，回答者の

性別と年齢，ＣＭＣの利用度，ＣＭＣに対する利用者の関

与度，他人との会話における社交性という変数を中心に

人間関係の形成に関連する要因を検討している。その結

果，性差及び年齢による差は見られなかったが，他の変

数は関係の形成・発展に影響していることが明らかに

なったいすなわち，ＣＭＣを通した人間関係の形成は，

ＣＭＣを自分の日常生活の中でどのくらい身近なチャン

ネルとして認識し利用しているかと関連があるととも

に，「話が好き」と「話題が豊富」といった利用者の社交

性変数とも関連があることを示している。さらに，ＣＭＣ

に通して形成されている人間関係がいかなる特徴を示し

ているかについて，実生活場面で親密な個人的関係を現

わす９カテゴリーの２５項目に基づいて分析を行ってい

る。未知の人とのＣＭＣを通したメッセージの交換が

きっかけになって「対而的コミュニケーション関係」を

形成している利用者は，その人との相互依存度が高く，

個人的なことも十分話せるほど関係が深くなり，また，

その関係が長く維持されると評価している。そして，そ

の関係から「道具的機能」や「情緒的機能」が充足され

るが，その関係から生じるストレスは低い状態という肯

定的関係を築いていることが明らかになった。一方，

ＣＭＣに留まっている「非対面的コミュニケーション関

係」の利用者は「道具的機能」と「情緒的機能」の項目

を除いて中間点である３点未満の平均値を示す項目が

多く，「対面的コミュニケーション関係」に比べて相手か

ら充足される機能の程度がほとんどの項目で非常に低

かった。「道具的機能」と「情緒的機能」が「非対面的コ

ミュニケーション関係」からも高く充足されていると評

５７

価され，「非対面的コミュニケーション関係」からも情報

の享受以外に情緒的機能が充足されることが示された

が，実生活の人間関係と比べるとまだ安定しておらず結

びつきが強いとは言えない状態である。長続きすること

に対して「どちらとも言えない」という答えが多かった

｢非対面的コミュニケーション関係」は対面的相互作用

の支えがないことによって変化しやすいことを明らかに

している。

続いて，ＣＭＣを通して形成されている人間関係と匿

名性との関係を分析している。ＣＭＣを通して形成され

ている人間関係のうち，対而的コミュニケーション関係

に発展することによって相手に対する匿名状態が大幅に

減少する傾向が見られた。一方,「非対面的コミュニケー

ション関係」の利用者は，相手に対して高い匿名状態に

あることを示しているものの，その階名状態がコミュニ

ケーションや関係維持の障害にならないと評価している

ことも明らかになった。

第３章では，ＣＭＣにおける印象形成に影響を及ぼす

要因についての理論的検討及び調査の結果について論じ

ている。対面的相互作用では相手の外見，衣装，視線，

声，身振り等様々な手がかりが伝えられ，それらの要因

が印象の形成に萌要な働きをするが（Miller，1970；

Ｓｔｒｏｎｇ，Ｔａｙｌｏｒ,Bratton,＆Loper,１９７１;Ｓｍｉｔｈ－Ｈａｎｅｎ，

1977;Perloff,1993)，空間を共にせず相互に未知の状態

でもコミュニケーションが行われ，また主な伝達手段が

文字であるという特徴を有するＣＭＣでは，非言語的手

がかりや相手の背景的情報の伝達が非常に制限されるこ

とを取り上げ，対面的相互作用とＣＭＣの間には印象形

成の要因において違いが存在することについて論じてい

る。また，メディアの社会的存在性（socialpresence；

Short,Williams,＆Christie,1976)，社会的文脈手がか

り（socialcontextcues;Sproull＆Kiesler，1986)，メ

ディアのリッチさ（mediarichness；Trevino，Daft，＆

Lengel，1990）という概念に基づいて非言語的手がかり

の伝達が制限されることが他のコミュニケーション・

チャンネルと区別されるＣＭＣの特性として取り上げら

れていることを示している。

続いて，披説明変数である印象変数として，人間の

パーソナリティを表す外向性，友好性，誠実性，神経質

性，開放性というビッグファイブ（McCrae＆John，

1992;Williams,Munick,Saiz,＆Formyduval，１９９５）

とコミュニケーターの信頼性を表す専門性と真実性

(Berlo,Lemert,＆Mertz，１９６９;Rogers＆Bhowmik，

1971;Miller,1987）という全部で七つの側面を取り上げ



5８

ることを示している。その意義としては，ビッグファイ

ブは人間の知覚における最も基本的な側面であり，それ

ぞれ異なる５側面に明確に分けられているので，各側面

がいかなる要因の影響を受けるかを明らかにすることが

できることを挙げている。コミュニケーターの信頼性に

ついては，ＣＭＣでは見知らぬ人々からの情報を得る場

合が少なくないことから，情報源の信頼性はいかなる基

準によって判断されるかをうかがうことができることを

挙げている。予測変数としては，既存の印象形成領域

(Hatch,Ｈｉｌｌ＆Hayes,1993）や説得研究分野(Perloff，

１９９３；Ｒｏｕｎｅｒ･Ｂｒｏｗｎ，＆Ｄａｙ，１９９３；Ａｕｓｔｉｎ＆Ｄｏｎ9,

1995;Salter＆Rouner,1997)で取り上げられた印象形

成の影響要因とＣＭＣのコミュニケーション状況からも

たらされる影響要因(Park,1986;Ｌｅａ＆Spears,1992；

川上善郎ら，1993；金官圭，１９９６など）について検討を

行い，メッセージ交換の期間と程度，メッセージの全体

的な質の評価，メッセージの具体的な表現スタイルカテ

ゴリー，メッセージの内容性カテゴリー，知覚された

メッセージの機能性カテゴリー，相手の人口統計学的特

徴の特定’性，人口統計学的特徴における類似性，関心事

への意見の類似性といった全部で２７個の変数を取り上

げている。

調査においてはインターネットのニュースグループに

質問票を掲載し，電子メールを用いて回答してもらい，

150の有効回答が得られた。分析の結果は次の通りであ

る。

まず，人間のパーソナリティのビッグファイブ側面に

ついて次のような結果が示された。「外向性」に対して

は，特に「知覚されたメッセージの情緒性」が非常に高

い正の効果を示していることから，メッセージから情緒

的な感じが得られる程，相手の外向性への知覚が高くな

ると言える。一方，「展開が論理的である」「強すぎる表

現を使って反論する」は，「外向性」に対して負の有意な

効果を示している。「友好性」に対しては「知覚された

メッセージの情緒性｣，準言語的手がかりである「絵文字

をよく使う｣，「個人的な気持ちや感情をも話し合う」が

有意な正の効果を示しており，「ハンドルネームをよく

使う」「展開が論理的である」「強すぎる表現を使って反

論する」が負の効果を示している。「誠実性」に対しては

｢素早く返事してくれる」「堆本的なマナーを守る程度」

｢事実に基づいた信頼できる内容である」が正の効果を

示している。「神経質性」に対しては「知っていることを

自慢する内容が多い」「強すぎる表現を使って反論する」

｢個人的な気持ちや感情をも話し合う」「メッセージの面

白さ」「口語体の表現が多い」が正の効果をもたらす一方

で，「丁寧な言葉使いをする」「素早く返事してくれる」

が負の効果を示している。「開放性」に対しては「基本的

なマナーを守る程度」「関心事についての意見の類似性」

｢知っていることを自慢する内容が多い」が負の効果を

示している一方，「展開が論理的である」「知覚された

メッセージの情報性｣「やり取りの期間」が正の効果を示

している。コミュニケーターの信頼性を表す「専門性」

と「真実性」に対しては次のような結果が示されている。

｢専門性」に対しては，「メッセージ内容の広さ」「知覚さ

れたメッセージの情報性」「私の意見もよく受け入れて

くれる」が正の効果を示している。「真実性」に対して

は，「知覚されたメッセージの情緒性」と「私の意見をよ

く受けいれてくれる」が正の効果を示している一方，「ハ

ンドルネームをよく使う」「知っていることを自慢する

内容が多い」が負の効果を示している。他には「人口統

計学的特徴における類似性と特定性」は有意な標準偏回

帰係数を示さなかったという結果が得られている。

以上の結果は，七つの印象側面の知覚には異なる予測

変数が影響しており，対面的コミュニケーションに比べ

て非言語的手がかりの伝達が制限されるＣＭＣにおいて

も他の利用可能な手がかりによって多様な印象が形成さ

れることを明らかにしている。そして，予測変数のうち

印象の形成に萌要な働きをする幾つかの要因が存在する

ことが示された。具体的には，メッセージの表現スタイ

ル，内容，知覚された機能性といったメッセージ要因や

｢素早く返事してくれる」「基本的マナー守る程度」とい

うコミュニケーション礼儀がＣＭＣにおける印象形成に

影響しており，「相手の人口統計学的特徴の特定性」と

｢人口統計学的特徴における類似性」は七つの印象側面

全てと有意な関係を示していない。このような結果は，

特に対面的相互作用がないＣＭＣの状況では，相手の属

性からもたらされる要閃よりは，メッセージの情報性・

情緒性，内容の広さ，自己誇示，公平さのようなメッ

セージ自体から得られる手がかりやコミュニケーション

礼儀によって，相手に対する印象が形成されていること

を示している。

第４章では，ＣＭＣの双方向的公開コミュニケーショ

ン場の利用から充足される機能と発信行動をめぐる問題

を取り扱った関連先行研究についての考察及び調査結果

について論じている。

まず，双方向的公開コミュニケーション場における機

能の充足を分析している研究（Garramone，Harris，＆

Anderson，１９８６;Garramone,Harris,＆Pizante，１９８６；



Rafaeli，1986;James,Worting,＆Forrest,1995;川上

蒋郎，１９９５；金宮圭，1996）について検討を行い，これ

らの研究は利用者が双方向的公開コミュニケーション場

の利用から充足する機能を断片的に分析することに留

まっており，機能充足を包括的に体系化しようとする作

業はほとんど見当たらないことを指摘している。そし

て，主たる機能側面についてはまだ確立された枠が存在

せず探索状態である双方向的公開コミュニケーション場

が社会システムの中でいかなるメディアとして定着しつ

つあるかを明らかにするため，機能項目の体系化作業が

必要であることを論じている。また，双方向的公開コ

ミュニケーション場における発信行動をめぐっては，誰

でも発信・受信ができる特性を持っているのにも拘わら

ず，利用者のうち受信・発信両方を積極的に行うＲＡＭ

(ランダム・アクティブ・メンバーもしくはラディカ

ル・アクティブ・メンバー）は少なく，発信をしない

RＯＭ（リード・オンリー・メンバー）・隠れ者

(lucker）もしくは極めて少ない発信しかしない者が大

多数を占めるという二重構造の現象を取り上げ，このよ

うな現象は双方向的公開コミュニケーション場の独特な

ジレンマであると論じている。この二重構造をもたらす

要因として既存研究で取り上げられた技術的嗣難さや心

理的要因（川上善郎，1993）は，利用期間が長くなるに

つれて克服できるということから，発信を行う利用者が

少ない現象が常に存在することについての十分な説明に

はなっていないことを指摘している。そして，二頭構造

をもたらす要因を明らかにするためには，技術的，心理

的要因，チャンネルの特性のみならず，実生活における

コミュニケーション行動との関連‘性についての検討が必

要であるとしている。そのため，オピニオン・リーダー

シップが発信行動を促進する効果があることを示した池

田謙一（1997）の研究を取り上げ，現実空間における情

報や意見の発信者であるオピニオン・リーダーの持つ社

会的特性が，ＣＭＣ空間において積極的な発信行動を行

う利用荷の社会的特性になる可能性について論じてい

る。このような理論的考察に基づいて，本章の研究課題

として，まず，機能の充足においては，ｌ)利用から充足

される機能の体系化，２)利用者の間に見られる機能充足

の度合いにおける違い，そして，発信行動においては，

l)積極的に自分の情報や意見を公開する発信の程度と

その行動に伴う費用と利益の関係，２)積極的な発信行動

者の社会的特性を明らかにすることを設定している。

調査においてはニフティサーブの利用者１５４人に電

子メールを用いて質問票を送り，そのうち１４８人から回

５９

答が得られた。分析の結果は次の通りである。

機能充足の体系化には上記の既存研究を踏まえて設定

した２４項目が用いられ，因子分析の結果，「発信・自己

呈示」「コミュニケーション・人間関係形成」「受信・情

報入手」「技術的便利さ」「気晴らし」という５因子にま

とめられた。これら５因子は，双方向的公開コミュニ

ケーション場が果たす機能について幾つかの重要な点を

示している。

まず，「発信・自己呈示」と「受信・‘情報入手」因子が

異なる次元にあることから，発信行動と受信行動それぞ

れによって違うニーズが充足されることが明らかになっ

ている。また，「コミュニケーション・人間関係形成」因

子が，他の「発信。、己呈示」と「受信・怖報入手」因

子などと異なる次元になっていることは，メッセージの

内容が中心であっても，関心事についての情報や意見の

交換とは区別される形で人間関係形成へのニーズが充足

されることを示している。「気晴らし」因子はテレビのよ

うなマス・メディアの利用と同様に，メッセージ内容と

コミュニケーション・チャンネルそのものの利用によっ

て充足される機能の次元が異なることを示している。利

用者における機能充足の度合いの違いに関する分析にお

いては，先行研究で機能充足の違いをもたらすとされた

発信・受信利用パターン，双方向的公開コミュニケー

ション場への関与度，利用の程度（Ｇａｒｒａｍｏｎｅｅｔａ1.,

1986；Perse，1990；川上善郎ら，1993；金官圭，1996）

の三つの基準変数によるクラスター分析を用いて，回答

者を「高利用・関与群｣，「中利用・関与群｣，「低利川．

関与群」に区分し，各機能項目における充足の違いを分

析した。その結果，発信行動によって得られる「発信・

自己呈示」「コミュニケーション・人間関係形成」の項目

においては，三つの蕊準要因が高い縄充足の程度が高

いという結果が示されている。一方，受信行動によって

充足される機能のうち「関心事について欲しい情報を得

る」においては差が見られず，少ない受信行動を通して

もｎ分が欲しい情報がかなり得られていることを示して

いる。

続いて，双方向的公開コミュニケーション場で情報や

意見の発信行動に影稗する要因についての分析を行って

いる。まず，人々がなぜある特定の行動をとるのかにつ

いての最も基本的な説明である。「その行動に伴う費用

とその行動から得られる利益」という観点を用いて分析

を行っている。分析の結果，情報や意見の発信程度の高

い集団は，知覚された費用の程度において低集団より低

いが，発信による利続の知覚においては低集荷|より高い
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平均値を示した。この結果は，ＣＭＣの双方向的公開コ

ミュニケーション場における発信行動も，ある行動にお

いて知覚された費用が低い程，また利益が高い程，その

行動が促されるという人間行動の基本原理と一致する側

面があることを示している。さらに，積極的な情報や意

見の発信者の持つ社会的特性を検討するため，インター

パーソナル・コミュニケーションにおける情報や影響の

発信者であるオピニオン・リーダーの特性を適用して分

析を行った結果，発信程度が高い集団は，オピニオン・

リーダーの社会的特性であるテーマに対する関与度，社

会的活動性，専門的メディアの利用，周りの人々へのふ

だんからの情報伝達において高いという結果が示されて

いる。このような結果は，双方向的公開コミュニケー

ション場での発信行動は日常生活のコミュニケーション

行動と深く関連しており，ふだんから発信行動に積極的

な人々が双方向的公開コミュニケーション場を通して

も，そのテーマと関連する様々な情報や意見を他の人に

発信していることを示している。すなわち，電子世界で

の発信行動は，日常場面の発信行動と分離されて独自的

な状態で行われるものではなく，日常場面における特定

テーマをめぐるコミュニケーション行動の延長線上で行

われていることを明らかにしているのである。

第５章では，電子メールが対面的コミュニケーション

及び他のインターパーソナル・メディアといかなる関係

を示すかを明らかにするため，関連先行研究についての

考察及び調査結果について論じている。まず，電話の登

場の後でも郵便や対面的コミュニケーションが依然とし

て人間のコミュニケーション行為において重要な位置を

占めていることを例として取り上げながら，電子メール

が日常生活に定着する過程においても，他のメディアを

無くすよりは，人間のコミュニケーションを効率化する

形で他のメディアと共存していくと論じている。その根

拠として，電子メールがインターパーソナル・コミュニ

ケーション領域において，肢も優れた能力を持っている

わけではないことを挙げている。すなわち，他のイン

ターパーソナル・メディアと比べて電子メールの特徴と

して取り上げられるメッセージ交換の非同時性，情報の

再利用・加工容易性などの技術的特徴が，利用者のニー

ズの充足において適切な場合もあるし，そうでない場合

もあることを指摘し，すでに利用されている手紙,電話，

ファックスと競争及び補完関係を構築しながら，それら

のメディアも同時に存在するインターパーソナル・メ

ディア環境に統合されていくと論じている。次にマス・

コミュニケーション研究分野で，メディア間の関係を分

析している先行研究でキー概念として用いられるメディ

ア間の機能的代替関係（functionalalternatives）とメ

ディアのノーマティブイメージ（normativeimage）に

ついての検討を行っている。複数のメディアが類似した

ニーズを充足させる程度を指し示すメディア間の機能的

代替関係という概念に基づいて複数のメディア間の関係

を分析した先行研究(Katz,Gurevitch,＆Haas，1973；

Elliott＆Quattlebaum，1979;Lichtenstein＆Rose､‐

feld，１９８３；Cohen，Ｌｅｖｙ，＆Golden，１９８８；Perse＆

Courtright,1993)について検討を行っている。そして，

代表的なインターパーソナル・メディアである磁話の機

能を分析した研究(吉井，1993；諸井，1996）を検討し，

同様の機能を持っている他のインターパーソナル・メ

ディアとの関係が研究範囲に含まれていないことから，

インターパーソナル・コミュニケーションにおける電話

コミュニケーションの位置付けが明確ではないことを指

摘した後，電子メールの機能を他のメディアとの関係の

中で分析する必要性を示している。また，社会における

ある特定のメディアの利用には社会的に広く受け入れら

れてスタンダードになっている典型的（typical）利用慣

行が存在することを指し示すメディアのノーマティブイ

メージ(Lichtenstein＆Rosenfeld,1983;Lichtenstein

＆Rosenfeld,1984;Perse＆Courtright,1993)について

検討を行い，インターパーソナル・メディアを利用する

際，メディアの技術的能力以外に社会的文脈によっても

特定のメディアの利用が適切であるかどうかが判断され

る側面について論じている。

このような理論的考察の後，本章の三つの分析枠組み

を示している。まず、メッセージを伝達する時基本的に

判断される技術的能力について検討し，電子メールの技

術的特性について論じている。そして，インターパーソ

ナル・コミュニケーションが果たす機能に関する関連研

究（Elliott＆Quattlebaum，1979；Bennis，Schein，

Steele,＆Berlew，１９６８；Hecht，１９７７；Lichtenstein＆

Rosenfeld,１９８４;Ｒｕｂｉｎ,Perse,＆Barbato,１９８８;Perse

＆Courtright,1993）について検討を行い，本章で用い

るインターパーソナル・コミュニケーションの機能項目

を設定している。また．メディアの選択過程は，技術的

能力のみならず，利用荷の間に共有されているメディア

に対する社会的意味（socialmeaning）によっても影響

されることを示している社会的影響モデル（Socialｉｎ‐

fluencemodel)(Fulk,Schmitz,＆Steinfield，１９９０）と

メディアの象徴的意味（symbolicmeaning）（Trevino，

Daft,＆Lengel,1990)について検討を行い，相手との関



係性と用件の性質及び社会的意味合いを持つ出来事とい

う側而からなる社会的文脈について論じている。

調査においては，五つのフォーラムと五つのニュース

グループの利用者１４９人に電子メールを用いて質問票

を送り，１４２の回答が得られた。分析の結果は以下の通

りである。

技術的能力の側面において，電子メールは，「空間的制

約の克服性」「時間的制約の克服性」「繰済性」「伝達内容

のストック性」では最も適していると評価されており，

｢複雑な内容の伝達性」「伝達用件の量」ではメディアに

よって媒介されたコミュニケーションとしては対面的コ

ミュニケーションに最も近くなっている。一方，「返事の

即座性」「用件伝達の迅速性」「用件伝達の確認性」では

対面的コミュニケーション，電話，携帯電話・ＰＨＳより

低く評価されている。この結果は，全ての技術的能力に

おいて電子メールが他のメディアに取って代わる程優れ

ているわけではないことを明確に示している。

次に，電子メールと対面的コミュニケーション及び他

のインターパーソナル・メディアとの関係をインター

パーソナル．コミュニケーションの機能側面から分析し

ている。人と話す理由として設定した１５項目に対する

因子分析に基づいて，インターパーソナル･コミュニ

ケーションの機能を「付き合い・愉快」「配慮」「情報・

意見交換」「習慣・気晴らし」「リラックス」という５カ

テゴリーに分類し，電子メールが他のコミュニケーショ

ン手段に比べて，それぞれのカテゴリーでいかなる位澗

を占めているかを分析している。電子メールは，’５機能

全てにおいてファックスを代替することができるし，郵

便に対しては１４機能を代替することができるという結

果が示されている。一方，携帯電話・ＰＨＳに対して１２

機能，電話に対して７の機能，直接会って話すことに対

して５機能を代替するという結果が示されている。これ

は，直接会って話す，‘通話，携帯電話・ＰＨＳに対して電

子メールが機能的に代替することができない具体的な側

面を示すとともに，電子メールの利用に制約を加える要

因をうかがわせている。電子メールの適合度が相対的に

低かったのは，主に情緒面でのニーズで構成されている

｢付き合い・‘愉快」カテゴリーの機能及び相手に感謝の

気持ちや心配の気持ちなどの表現で構成されている「配

慮」カテゴリーの機能である。これらのカテゴリーの機

能における電子メールの適合度が低いのは，コミュニ

ケーションが行われる状況で相手が共に存在しているこ

とを感じさせる社会的存在性の程度が低いことや，相手

に対する社会規範の影稗が考えられる。具体的には，メ

６１

ディアの社会的存在性は人間の情緒面での変化と関連す

る「付き合い・愉快」カテゴリーの機能に影響を及ぼし

ており，相手に対する規範は「配慮」カテゴリーの機能

に影響していると考察している。すなわち，人間の‘情緒

面でのニーズは，特定の時点で求められ，その時点を過

ぎると効用性が低くなることが一般的であるが，電子

メールは本人が求める時間に必ずコミュニケーションを

成立させることができないので，相手の存在性を感じさ

せる程度が対面的状況や電話より低くなり，「付き合

い・愉快」カテゴリーの機能充足において相対的に劣っ

ていると知覚されていると考察している。また，相手に

感謝の気持ち，心配の気持ち，謝罪の気持ちを表す時に

は，相手に面とむかって伝えることが社会的に望ましい

と評価されていることを取り上げ，このような知覚が

｢配慮」カテゴリーの機能に電子メールの適合度が相対

的に低い結果をもたらしたと考察している。他のカテゴ

リーの項日は，コミュニケーション相手の存在性や相手

に対して守るべき規範の影響を受けずに十分充足されう

る機能であるので，このような機能において電子メール

は他のインターパーソナル・メディアより優れていると

評価されており，他のインターパーソナル・メディアの

機能を代替しうることを論じている。

電子メールと対面的コミュニケーション及び他のイン

ターパーソナル・メディアとの関係を分析する第３の

側面は，コミュニケーションが行われる社会的文脈であ

る。まず，相手の社会的地位（上・同等・下）と親しさ

の程度（親しい。顔見知り・未知)，そして，用件の性質

(フォーマル・インフォーマル）という三つの要因を組

み合わせた１８の異なる状況での分析を行った結果，１８

の異なる状況において，対面的コミュニケーションが最

も適しており，メディアによって媒介されたコミュニ

ケーションの中では電子メールの適合度が高く評価され

るという一貫した傾向が示されている。このような結果

は，電子メールが様々な人間関係の中で，仕事や学校の

研究等のフォーマルな用件だけではなく，個人的なお願

い等のインフォーマルな用件の伝達においても幅広く使

われる可能性を表すものである。一方，社会的地位にお

いては地位が「同等」や「下」にある相手よりは「上」

にある相手に対して使われる時，親しさの程度において

は親しさが低くなる程，そして，フォーマルな用件より

はインフォーマルな用件を伝える状況において電子メー

ル利用への制約がより大きくなる傾向が確認されたこと

を論じている。

続いて，社会的文脈の二つ目の要因として設定した社
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会的な意味を持つ出来事を出来事の性質（不幸・慶事・

中立）と重要度（高・中・低）の二つの要因に基づいて

全部で九つの出来事を設定して分析を行った結果，コ

ミュニケーション手段全体においては，対面的コミュニ

ケーションと媒介されたコミュニケーションの違いが明

らかになっている。対面的コミュニケーションと比較し

て，メディアによって媒介されたコミュニケーションが

受け入れられる程度は，出来事の性質上，「中立」が最も

高く，次に慶事，そして不幸が最も低くなっており，ま

た，出来事の重要度においては萌要度が低くなる程，メ

ディアによって媒介されたコミュニケーションが受け入

れられる程度が高くなる傾向が示されている。これを電

子メールに限って見ると，電子メールの適合度が高く評

価されたのは，出来事の性質上「中立」で重要度が「低」

と「中」の領域である。また，電子メールの適合度が中

程度であったのは，性質上「中立」で重要度が「高」の

出来事，「慶事」で重要度が「高」「中」「低」の出来事，

｢不幸」で重要度が「低」の出来事である。そして，電子

メールの適合度が低く評価されたのは，出来事の性質上

｢不幸」で雨要度が「中」と「高」の領域である。このよ

うな結果は，我々のコミュニケーション行為において電

子メールの利用がどこまで浸透しているかを示唆してい

る。すなわち，社会的な意味を持つ出来事をその基準と

した場合，電子メールは人間の悲しみを伝えるという対

人コミュニケーションの最も深い部分を伝えるコミュニ

ケーション・メディアとしては望ましくないと受けとめ

られているのである。

第６章では，各章の研究結果の要約と本論文で扱うこ

とができなかった今後の課題について論じている。今後

の課題として，ＣＭＣによって形成される社会的ネット

ワークについての分析の必要性とＣＭＣとマス・メディ

アとの関係を分析する必要‘性があることについて論じて

いる。

論文審査の要旨

金官圭君提出の博士学位請求論文「Computer‐

MediatedCommunicationにおけるインターパーソナ

ル・コミュニケーションに関する研究」は，通信技術と

コンピューター技術の融合によって出現した新しいコ

ミュニケーション形態であるComputer-Mediated

Communicationにおけるインターパーソナル・コミュ

ニケーションが現代社会において，いかなる機能をはた

しているか，そして人々や人々のコミュニケーション行

動にいかなる影響を与えているかを分析している研究で

ある。

通信技術とコンピューター技術の発達に伴う通信とコ

ンピューターの統合，融合によって生み出されたパソコ

ン通信やインターネットは，広く普及しはじめ，人々の

日常のコミュニケーション行動において利用されるメ

ディアとなってきているのである。

しかし，このことは著者が述べているように，これら

新しい個別メディアの登場ということにとどまらず，コ

ミュニケーション研究の伝統的な２分法的分類法にし

たがったマス・コミュニケーションやインターパーソナ

ル・コミュニケーションとは概念上異なったＣｏｍ‐

puter､MediatedCommunication（以下ＣＭＣと略す）

という新しいコミュニケーション形態を出現させたので

ある。

本論文は，ＣＭＣにおけるインターパーソナル・コ

ミュニケーションが，伝統的２分法における概念のイン

ターパーソナル・コミュニケーションと比較していかな

る特徴を持ち，いかなる機能や影響を人々に対して持っ

ているかを分析している研究であり，今日の，そして将

来のコミュニケーション過程を把握する上できわめて重

要な意義を持つ研究である。

本論文は，序章，第1章新しいコミュニケーション

形態としてのＣＭＣの登場，第２章ＣＭＣを通して形

成される人間関係，第３章ＣＭＣにおける印象形成，

第４章ＣＭＣの双方向的公開コミュニケーション場に

おける機能の充足と発信行動，第５章電子メールと対

面的コミュニケーションおよび他のインターパーソナ

ル・メディアとの関係，第６章本論文の要約および今

後の課題の全７章から構成されている。各章の論点を要

約すれば以下の通りである。

序章では，本論文の研究目的および研究課題について

論じているが，まず，パソコン通信やインターネットを

通して行なわれるコミュニケーションが，いかなる理由

で，インターパーソナル・コミュニケーションとマス・

コミュニケーションという伝統的な２分法や，それにお

ける概念では捉えることができないＣＭＣという新しい

コミュニケーション形態（tyPe）として位置付けられる

かについて検討を行っている。

その議論を通して，パソコン通信やインターネットに

よって行なわれるコミュニケーションをＣＭＣという新

しいコミュニケーション形態として位置づけられること

を示した上で，「空間的制約」を受けず，「未知の人々と

の間でも」「双方向的」コミュニケーションが行なわれて

いるというＣＭＣをめぐる重要な論点として１)ＣＭＣを



通して形成される人間関係，２)ＣＭＣにおける印象形成，

3)ＣＭＣの双方向的公開コミュニケーション場における

機能の充足と発信行動，４)電子メールと対向的コミュニ

ケーションおよび他のインターパーソナル・メディアと

の関係という四つの論点を本研究における研究課題，研

究対象として設定しているのである。

第１章では，ＣＭＣがいかなる技術的システムによっ

て登場し，現在のインターネットやパソコン通信に至っ

ているのかというＣＭＣの歩み，ＣＭＣにおける主なコ

ミュニケーション・チャンネルの特徴，川本における

ＣＭＣの将及の現状について論じた後，ＣＭＣのｌ)双方

向的な情報の流れと，２)一対一から一対多，多対多まで

の公開的なコミュニケーションを成立させる技術的能力

が，ＣＭＣを新しいコミュニケーション形態として成立

させていることをより詳細に論じている。またＣＭＣの

双方向性と公開性を個別的に評価すると，他のコミュニ

ケーション形態より，その能力が低いことを指摘してい

る。すなわち，厳密な意味における対面的相互作用にお

ける双方向性の定義に基づいて，ＣＭＣにおける双方向

性の程度を判定すると，対面的インターパーソナル・コ

ミュニケーションに比べて双方向性の程度が低い側面が

あるとしている。また，ＣＭＣの公開性はマス・メディ

アより低いことも示している。

このような考察を通して，ＣＭＣが持つ個別的能力は，

他のコミュニケーション形態の延長線上にあるか，もし

くは他のコミュニケーション形態よりその能力が低い

が，伝統的な概念におけるインターパーソナル・コミュ

ニケーションとマス・コミュニケーションの両方の性質

が分離されず一つに融合することによってインターパー

ソナル・コミュニケーションとも違い，またマス・コ

ミュニケーションとも違うＣＭＣの独自的なコミュニ

ケーションの特徴や能力が作り上げられていることを詳

細に論じている。

第２章では，ＣＭＣにおけるインターパーソナル・コ

ミュニケーションを通して形成される人間関係について

理論的考察および著者自身による経験的調査によって分

析し，論じている。まず，人間関係の形成，成立の要因

について検討し，諸研究によって明らかにされてきた，

空間的近接性，身体的魅力，属性の類似性といった諸要

因は，ＣＭＣでは空間を共にせず，相手の顔や名前，社会

的属性などを知らない間でも，コミュニケーションが行

なわれているので，ＣＭＣによって形成される人間関係

は，これらの諸要因の影響を受けない可能性があること

を論じている。

６３

また，ＣＭＣを通して形成される人間関係に関して行

なわれてきた文明論的論議および実証的研究を，親密な

個人的関係の形成が可能であるとする肯定論と否定論に

分類し詳細に検討している。そして，これらの諸研究に

おける論議は肯定論であろうと否定論であろうと，

ＣＭＣの技術的特性が人間関係の形成に影響を与える側

面のみを考慮し，関係形成における人間の側の要因を軽

視していることを明らかにしているのである。

この考察に蕊づいて著者は自身の経験的調査の課題と

して，ｌ)ＣＭＣが新しい人間関係を形成させるチャンネ

ルとして働いているのだろうか，２）もしそうであれば，

いかなる利用者がＣＭＣを通して人間関係を形成してい

るのだろうか，そして，３)ＣＭＣを通して形成されてい

る人間関係が対面的人間関係と比べていかなる特徴を持

つのだろうか，また，４)対面的相互作用と比べてＣＭＣ

の特徴であるとされる匿名性がＣＭＣにおける人間関係

といかなる関連性をもつかという具体的課題を設定し

ＣＭＣにおけるインターパーソナル・コミュニケーショ

ンと人間関係の形成について分析を行っているのであ

る。調査は，ニフティサープのフォーラムの利用者に電

子メールを用いて，質問票を送る方法で行なわれたが，

結果は以下のとおり示している。

回答者のうち，７３％の人がＣＭＣを通して人間関係を

形成している。そのうち４３％の人がＣＭＣだけを通し

て，特定の人と安定したコミュニケーションを行ってお

り，５７％の人がＣＭＣ空間にとどまらず，対面的コミュ

ニケーション関係にまで発綬している。また，凹容者を，

特定の相手と人間関係を形成していない「関係なし｣，

ＣＭＣに留まっている「非対面的コミュニケーション関

係｣,現実空間で直接会うまで発展した「対面的コミュニ

ケーション関係」という三つのグループに分けて，回答

者の性別と年齢，ＣＭＣの利用度，ＣＭＣに対する利用者

の関与度，他人との会話における社交性という変数を中

心に人間関係の形成に関辿する要因を検討し，性および

年齢による差は見られなかったが，他の変数は関係の形

成・発展に影響していることが示されている。さらに，

ＣＭＣを通して形成されている人間関係がいかなる特徴

を示しているかについて，親密な個人的関係を表わす９

カテゴリーの２５項目に基づいて分析を行っている。未

知の人とのＣＭＣを通したメッセージの交換がきっかけ

になって「対面的コミュニケーション関係」を形成して

いる利用者は，その人との相互依存度が高く，個人的な

ことも十分話せるほど関係が深くなり，また，その関係

が長く維持されると評価していること，そして，その関
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係から「道具的機能」や「情緒的機能」が充足されるが，

その関係から生じるストレスは低いという肯定的関係を

築いていることが明らかにされている。一方，ＣＭＣに

留まっている「非対面的コミュニケーション関係」の利

用者は「道具的機能」と「情緒的機能」の項目を除いて

充足度が低く，「対面的コミュニケーション関係」に比べ

て相手から充足される機能の程度がほとんどの項目で非

常に低かった。

続いて，ＣＭＣを通して形成されている人間関係と匿

名性との関係を分析しているが，「非対面的コミュニ

ケーション関係」の利用者は，相手に対して高い匿名状

態にあることを示しているものの，その階名状態がコ

ミュニケーションや関係維持の障害にならないと評価し

ていることが示されている。

第３章では，ＣＭＣにおけるインターパーソナル･コ

ミュニケーションによる印象形成について理論的考察お

よび著者自身による経験的調査によって分析し，論じて

いる。

先行渚研究についての理論的考察を通じて，対面的相

互作用場面における印象形成要因を確認すると共に，空

間を共にせず相互に未知の状態でもコミュニケーション

が行なわれ，主なメッセージ手段が文字情報である

ＣＭＣにおいては，非言語的手がかりや相手の背景的情

報の伝達が非常に制限されること，そして対面的相互作

用とＣＭＣとの間には，印象形成の要因によって違いが

存在することを示している。

また理論的検討を通じて，被説明変数である印象変数

として，パーソナリティを表す５変数とコミュニケー

ターの信頼性を表す専門性，真実性の７変数を設定し，

２７個の予測変数を設定し調査を行っている。

調査はインターネットのニュースグループに質問票を

掲載し，電子メールを用いて回答してもらった。分析の

結果は以下のとおり示されている。

すなわち，七つの印象側面の知覚には異なる予測変数

が影響しており，対面的コミュニケーションに比べて非

言語的手がかりの伝達が制限されるＣＭＣにおいても他

の利川可能な手がかりによって多様な印象が形成される

こと。そして、予測変数のうち印象の形成に重要な働き

をする幾つかの要因が存在すること。具体的には，メッ

セージの表現スタイル，内容，知覚された機能性といっ

たメッセージ要因や「素早く返事してくれる」｢基本的マ

ナーを守る程度」というコミュニケーション礼儀が

ＣＭＣにおける印象形成に影響しており，「相手の人口統

計学的特徴の特定性」と「人口統計学的特徴における類

似性」は七つの印象側面全てと有意な関係を示していな

いことを示しているとしているのである。

第４章では，ＣＭＣの双方向的公開コミュニケーショ

ン場の利用から充足される機能と発信行動について，理

論的考察および著者自身による経験的調査によって分析

し，論じている。

まず関連諸研究，先行諸研究についての理論的考察を

通じて，これらの研究は利用者が双方向的公開コミュニ

ケーション場の利用から充足する機能を断片的に分析す

ることに留まっており，機能充足を包括的に体系化しよ

うとする作業はほとんど見当たらないこと。機能項目の

体系化作業が必要であることを論じている。また，双方

向的公開コミュニケーション場における発信行動をめ

ぐっては，誰でも発信・受信ができる特性を持っている

のにもかかわらず，利用者のうち受信・発信両方を積極

的に行うＲＡＭ（ラディカル・アクティブ･メンバー）

は少なく，発信をしないＲＯＭ（リード・オンリー・メ

ンバー）もしくは極めて少ない発信しかしない者が大多

数を占めるという二重構造の現象を取り上げ，このよう

な現象は双方向的公開コミュニケーション場の独特なジ

レンマであること。そしてこの二重構造をもたらす要因

として既存研究で述べられている技術的困難さや心理的

要因は，利用期間が長くなるにつれて克服できるという

ことから，発信を行う利用者が少ない現象が常に存在す

ることについての十分な説明にはなっていないことを指

摘している。そして，二重構造をもたらす要因を明らか

にするためには，情報や意見の発信者であるオピニオ

ン・リーダーの諸特性の脱明変数としての可能性に着目

すべきであることを論じている。

これらの考察をふまえ，経験的調査を行ったが，調査

はニフティサーブの利用者に電子メールを用いて質問票

を送る方法で行った。分析の結果は以下のとおり示され

ている。

機能充足の体系化には先行諸研究をふまえて設定した

２４項目が用いられ，因子分析の結果，「発信・自己呈

示｣，「コミュニケーション・人間関係形成｣，「受信・情

報人手｣，「技術的便利さ｣，「気晴らし」という５因子が

抽出された。これらの５因子は，双方向的公開コミュニ

ケーション場が果たす機能について幾つかの重要な点を

示しているとしている。

まず，「発信・自己呈示」と「受信・情報入手」が異な

る次元にあることから，発信行動と受信行動それぞれに

よって違うニーズが充足されることが明らかにされた。

また「コミュニケーション・人間関係形成」が他の「発



信・自己呈示」と「受信・情報人手」などと異なる次元

になっていることは，メッセージの交換によって，関心

事についての情報や意見の交換とは区別される形で人間

関係形成へのニーズが充足されることを示している。

｢気晴らし」はテレビのようなマス・メディアの利用に

おいて見られているように，メッセージ内容とコミュニ

ケーション・チャンネルそのものの利用によって充足さ

れる機能は次元が異なることを示している。

続いて，双方向的公開コミュニケーション場で情報や

意見の発信行動に影響する要因についての分析を行って

いる。まず，人々がなぜある特定の行動をとるのかにつ

いての説明である「その行動に伴う費用とその行動から

得られる利益」という観点を用いて分析を行っている。

分析の結果，情報や意見の発信程度の高い集団は，知覚

された費用の程度において低集団より低いが，発信によ

る利益の知覚においては低集団より高い平均値を示し

た。さらに，積械的な情報や意見の発信者の持つ社会的

特性を検討するため，情報や影響の発信者であるオピニ

オン・リーダーの特性を適用して分析を行った結果，発

信程度が高い集団は，オピニオン・リーダーの社会的特

性であるテーマに対する関与度，社会的活動性，専門的

メディアの利１１１，周りの人々への普段からの情報伝達に

おいて高いという結果が示されている。このような結果

は，双方向的公開コミュニケーション場での発信行動は

対面的インターパーソナル・コミュニケーション行動と

深く関連しており，ふだんから発信行動に積極的な人々

が双方向的公開コミュニケーション場を通しても，その

テーマと関連する様々な情報や意見を他の人に発信して

いることを示している。すなわち，電子世界での発信行

動は，対面的場面の発信行動と分離されて独自的な状態

で行なわれるものではなく，対面的場面における特定

テーマをめぐるコミュニケーション行動の延長線上で行

なわれていることを明らかにしているのである。

第５章では，電子メールが対而的コミュニケーション

および他のインターパーソナル・メディアといかなる関

係にあるかについて，理論的考察および著者自身の経験

的調査によって分析し，論じている。

まず関連諸研究や先行諸研究を検討し，電子メールが

人々のコミュニケーション行動の中に定着，普及してい

く過程において，他のメディアに代替していくというよ

りも，競争，補完関係を構築しながら共存していくであ

ろうことをいくつかの論拠を示しながら論じている。ま

た，メディア間の関係を分析している諸研究における主

要概念である機能的代替，メディアのノーマティブイ

6５

メージ概念について検討すると共に，これら諸研究にお

いて，他のインターパーソナル･メディアを視野に入れ

ていないことにおいて不適切さを持つとし，それらのメ

ディアを考慮する必要性を述べているｏ

これらの理論的考察をふまえ，著者は調査のための分

析枠組として，ｌ）メディアの技術的能力の側Ｉｍｌ２)メ

ディアの機能の側面，３)相手との関係性，川件の性質お

よび出来事の社会的意味からなる社会的文脈の側面を設

定しているのである。

調査は五つのフォーラムと五つのニュースグループの

利用者に電子メールを用いて質問票を送る方法で行っ

た。分析の結果は以下の通り示されている。

技術的能力の側面において，電子メールは，「空間的制

約の克服性」「時間的制約の克服性」「経済性」「伝達内容

のストック性」では最も適していると評価されており，

｢複雑な内容の伝達性」「伝達用件の量」ではメディアに

よって媒介されたコミュニケーションの中では，対面的

コミュニケーションに最も近くなっている。一方，「返事

の即時性」「用件伝達の迅速性」「用件伝達の確認性」で

は対面的コミュニケーション，電話，携帯電話・ＰＨＳよ

り低く評価されている。この結果は，全ての技術的能力

において屯子メールが他のメディアに取って代わる程に

は優れているわけではないことを示しているとしてい

る。

次に，電子メールと対面的コミュニケーションおよび

他のインターパーソナル・メディアとの関係をインター

パーソナル．コミュニケーションの機能側面から分析し

ている。人と話す理由として設定した’５項、に対する

因子分析に基づいて，インターパーソナル･コミュニ

ケーションの機能を「付き合い・愉快｣，「配慮｣，「情

報・意見交換｣，「習慣・気晴らし｣，「リラックス」とい

う５カテゴリーに分類し，旭子メールが他のコミュニ

ケーション手段に比べて，それぞれのカテゴリーでいか

なる位間を占めているかを分析している。

電子メールの適切性評価が相対的に低かったのは，主

に情緒面でのニーズで構成されている「付き合い。愉

快」カテゴリーの機能および相手に感謝の気持ちや心配

の気持ちなどの表現で構成されている「配慮」カテゴ

リーの機能である。これらのカテゴリーの機能における

電子メールの適切性評価が低いのは，コミュニケーショ

ンが行なわれる状況で相手が共に存在していることを感

じさせる社会的存在性の稗度が低いことや，社会規範の

影響が考えられるとしているのである。

他のカテゴリーの項目においては，電子メールは他の
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インターパーソナル・メディアより優れていると評価さ

れていること，そして，それは，他のカテゴリーの項目

は，コミュニケーション相手の存在性や相手に対して守

るべき規範の影響を受けずに十分充足しうる機能である

からであるとしている。

第３の側面である社会的文脈の側面においては，ま

ず，相手の社会的地位（上・同等・下）と親しさの程度

(親しい。顔見知り・未知）そして，用件の性質（フォー

マル・インフォーマル）という三つの要因を組み合わせ

た１８の異なる状況で分析し，１８の異なる状況におい

て，対面的コミュニケーションが最も適しており，メ

ディアによって媒介されたコミュニケーションの中では

電子メールの適切性が高く評価されるという一貫した傾

向が示されている。一方，社会的地位においては地位が

｢同等」や昨F」にある相手よりは「上」にある相手に対

して使われるとき，親しさの程度においては親しさが低

くなる程，そして，フォーマルな用件よりはインフォー

マルな用件を伝える状況において電子メール利用の不適

切性がより大きくなる傾向が確認されたことを論じてい

る。

続いて，社会的文脈の二つ｢|の要因として設定した出

来事の社会的意味の側面に関しては，出来事の'性質（不

幸・慶事・中立）と頭要度（高・中・低）の二つの要因

に基づいて，九つの出来事を設定して，分析を行い，コ

ミュニケーション手段全体においては，対面的コミュニ

ケーションと媒介されたコミュニケーションの違いが示

されている。対面的コミュニケーションと比較して，メ

ディアによって媒介されたコミュニケーションが受け入

れられる度合は，出来事の性質上，「中立」が最も高く，

次に「慶事｣，そして「不幸」が最も低くなっており，ま

た，出来事の重要度においては重要度が低くなる程，メ

ディアによって媒介されたコミュニケーションが受け入

れられる程度が高くなる傾向が示されている。これを電

子メールに限って見ると，電子メールの適切性が高く評

価されたのは，出来事の性質上「中立」で重要度が「低」

と「中」の領域である。また，電子メールの適切性が中

程度であったのは，性質上「中立」で重要度が「高」の

出来事，「慶事」で重要度が「高」「中」「低」の出来事，

｢不幸」で重要度が「低」の出来事である。そして，電子

メールの適切性が低く評価されたのは，出来事の性質上

｢不幸」で重要度が「中」と「高」の領域である。

第６章では各章の研究結果の要約と本論文で扱うこ

とができなかった今後の課題について論じている。今後

の課題として，ＣＭＣによって形成される社会的ネット

ワークについての分析の必要性とＣＭＣとマス・コミュ

ニケーションとの関係を分析する必要性があることにつ

いて論じている。

本研究は，通信技術とコンピューター技術の融合が生

み出した新しいコミュニケーション形態としてのＣＭＣ

におけるインターパーソナル・コミュニケーションをめ

ぐる諸論点について，数々の砿要な知見や発見を行って

いる研究である。

ＣＭＣにおけるインターパーソナル・コミュニケー

ションはいかなるコミュニケーションであるのか，そし

て，それは人々や人々のコミュニケーション行動にどの

ような影響を与えているのかについて，理論的，経験的

研究を通して，明らかにしているのである。

著者が述べているように，パソコン通信やインター

ネットを通して行なわれるコミュニケーションはコミュ

ニケーション研究の伝統的２分法におけるマス・コ

ミュニケーション概念やインターパーソナル・コミュニ

ケーション概念では捉えることのできないＣＭＣという

新しいコミュニケーション形態を出現させたのである。

このコミュニケーション形態は，現代社会において拡

がり，定着しつつあり，そして将来において，さらに拡

大していくことであろう。その意味においても，本研究

は今日の，そして将来におけるコミュニケーション過程

を理解する上で，きわめて意義深い研究であると言えよ

う。コミュニケーション研究に多大な貢献を行っている

研究である。

しかし，一方で本論文は，いくつかの問題点を持って

いる。本論文中の図の一部はプレゼンテーション上，よ

り適切な作図が望ましいものがあったことである。ま

た，人々のＣＭＣにおけるインターパーソナル・コミュ

ニケーション行動をより広い情報行動論や情報環境論の

枠組で捉えていたら発見はより豊かなものとなったので

はなかろうか。クラスター分析におけるクラスターの命

名において，不十分さがあったことも指摘されよう。

このような問題点を指摘することができるが，これら

は本論文の全体的価値を特に低めるものではないであろ

う。本論文において著者が行った先行諸研究検討の十分

さや綿密さ，論理展開の確かさ，問題設定の的確さ，経

験的分析を導く概念や変数の検討の着実さ，経験的調査

研究における諸方法の適切な適用など，本論文は高い水

準にあるものである。本論文において，著者は自立した

研究者として活動するに十二分の能力と資質の持ち主で

あることを示している。

本論文が博士（社会学）の学位を受けるにふさわしい



ものであると判断するものである。

心理学博士（平成１１年２月２６日）

甲第１６９９号下島(尾原)裕美
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内容の要旨

本研究の目的本研究では，我々がＨ常生活において経

験する時間情報に関する記憶および時間感覚について検

討する。Ｈ常場面における時間の記憶に関する現象とし

て，テレスコーピングという現象がある。これは，ある

出来事の生起時期を想起する時，昔のことは実際よりも

最近に，最近のことは実際よりも昔に判断してしまう傾

向がみられるというもので，望遠鏡で遠くをのぞいた場

合に例えて，テレスコーピングと呼ばれている。

テレスコーピングというのは，正確な生起時期を知ら

ない場合に，出来聯に付随する時間関連情報から時間を

再構成する際に生じる現象である。被験者が出来事の正

確な生起時期を知っている場合には，その正確な生起時

期を報杵するわけであるから，時間の短縮，つまりテレ

スコーピングはみられないことになる。そして，テレス

コーピングは，時間そのものが短縮しているのではな

く，我々が時間を想起する際に生じるバイアスであると

して説明されている。

一方，我々は，ある出来ﾘＩとその正確な生起時期を想

起した際に，「もうそんなにたったのか」あるいは「まだ

それしかたっていないのか」という感覚をおぼえること

がある。これは，我々の感じている「心理的時間の長さ」

と，カレンダー的な「客観的時間の長さ」とが一致して

1．

2．

６７

Table１．２種類のＦＯＧ

想起年月と実際年月にずれが生じた結果生じる
ＦＯＧ

(年月想起のテレスコーピングにより説明可能）

想起年月と実際年月にずれが生じないにもかか

わらず唯じるＦＯＧ

(年月想起のテレスコーピングでは説明できな

い）

いないために起こる現象であると考えられる。実際には

｢客観的時間の長さ」が経過しているにもかかわらず，

｢心理的時間の長さ」との間にずれが生じるのは，我々の

感じる「心理的時間」が伸縮する可能性を仮定すること

によって解決できるであろう。本研究では，この「心理

的時間の長さ」と「客観的時間の長さ」にずれが生じた

際に感じるであろう，時間のずれ感覚をＦＯＧ(Feeling

OftimeGap）と名付け，ＦＯＧの機序とその役割につい

て検討する。

また，ＦＯＧには次の２つの穂類があると考える

(Tableｌ)．まず，我々が実際の喋起時期を知らなかった

場合，あるいは想起時期が誤っていた場合に生じる

FOGである。時間の再構成による生起時期想起におい

てテレスコーピングが生じ，実際とは異なる生起時期を

想起した場合，実際の生起時期が自分が想起した時期よ

りも昔だったことを知ると，「もうそんなにたったのか」

というＦＯＧが生じると考えられる。同様に，実際の生

起時期が自分が想起した時期よりも最近だったことを知

ると，「まだそれしかたっていないのか」というＦＯＧが

生じると考えられる。この１つめのＦＯＧは，従来のテ

レスコーピングによって説明が１１能である。

２つめに，実際の生起時期を辿起することができたに

もかかわらず生じるＦＯＧがあげられる。例えば，阪神

大震災が起こった正碓な時期を知識として知っているに

もかかわらず，それを意識した時に「もうそんなにたっ

たのか」と感じるような場合である。この場合は，時間

情報から生起時期を推定することはできているのだか

ら，年月想起のテレスコーピングによりこの２つめの

ＦＯＧを説明することはできない。

本論文の構成本論文の構成は，Ｔａｂｌｅ２のようになっ

ている。まず１章から３章は，それぞれ，時間記憶研究

の意義，時間情報の記憶に関する理論と研究の紹介，本

論文の目的と構成について述べている。第４章から第

１１章は実験であり，第４章から第６章（実験１から実

験３）では，心理的時間におけるテレスコーピングにつ

いて検討する。第７章から第１１章（実験４から実験８）


